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謹
賀
新
年 

 

令
和
八
年
の
新
春
を
迎
え
、
神
郷
校
区
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
は
公
民
館
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
も
神
郷
夏
祭
り
や
校
区
文
化
祭
等
の
諸
事
業
が
、
時
に
天
候
の

影
響
を
受
け
な
が
ら
も
円
滑
に
実
施
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
各
種
団
体

・
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。 

本
年
は
「
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
」
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
「
丙
」

の
持
つ
火
の
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
「
午
」
の
躍
進
の
勢
い
が
重
な
る

こ
の
年
は
、
す
べ
て
の
物
事
が
力
強
く
発
展
す
る
象
徴
で
す
。 

当
公
民
館
も
、
気
軽
に
人
々
が
「
つ
ど
う
」
場
で
あ
り
、
自
ら
の
興

味
関
心
に
基
づ
い
て
社
会
の
要
請
に
こ
た
え
る
た
め
の
知
識
や
技
術
を

「
ま
な
ぶ
」
場
で
あ
り
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
団
体
が
「
む
す

ぶ
」
場
と
し
て
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
の
社
会
的

課
題
に
対
応
す
る
た
め
関
係
機
関
と
連
携
し
、
住
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

本
年
も
公
民
館
の
一
層
の
躍
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

令
和
八
年
元
旦 

神
郷
公
民
館 

館
長 

眞
木 

裕
司 
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神郷公民館 
 46-1181 

koukou@city． 

niihama.ehime.jp 

 神郷校区の人口 
人口 9,337 人 
（男） 4,552人 

（女） 4,785人 
世帯数4,541世帯 

令和７年９月末現在 

 
 

神
郷 

 
公
民
館
だ
よ
り 

 

 

 

迎  

春 

校
区
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の 

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
校
区
の
各
種
行
事

並
び
に
諸
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
一
層
の
お
力
添
え

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
八
年
元
旦 

神
郷
校
区
連
合
自
治
会 

会
長 

藤
原 

説
夫 

 
 

令
和
７
年
度 

人
権
標
語 

 
  

《
一
年
生
》 

 

ゆ
ず
り
あ
い 

だ
れ
で
も
で
き
る 

す
こ
し
の
や
さ
し
さ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
組 

米
村 

叶
愛
（
と
あ
） 

 

こ
う
ざ
と
で 

す
て
き
な
こ
こ
ろ
を 

た
い
せ
つ
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
組 

柳
原 

凌
久
（
り
く
） 

 

 

え
が
お
の
た
ね 

ほ
っ
た
ら
か
し
た
ら 

さ
か
な
い
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
組 

尾
藤 

杏
彩
（
あ
い
） 

《
二
年
生
》 

 
 

み
ん
な
で
つ
か
お
う 

ふ
わ
ふ
わ
こ
と
ば 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
組 

杉
山 

華
向
（
か
な
た
） 

 
 

一
人
じ
ゃ
な
い 

こ
ま
っ
た
と
き
も 

そ
ば
に
い
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
組 

早
瀨 

達
輝
（
た
つ
き
） 

 
 

一
人
で
な
や
ん
で
い
る
な
ら 

二
人
で
考
え
よ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
組 

福
田 

陽
茉
莉
（
ひ
ま
り
） 

《
三
年
生
》 

 
 

つ
た
え
よ
う
自
分
の
気
持
ち 

考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ど
ち
ら
も
大
事
な
気
持
ち
だ
よ 

 
 

一
組 

曽
我
部 

莉
咲
（
り
さ
） 

 
 

そ
だ
て
よ
う 

み
ん
な
も
っ
て
る 

こ
せ
い
の
ゆ
め 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
組 

渡
邊 

結
斗
（
ゆ
い
と
） 

《
四
年
生
》 

 
 

聞
か
せ
て
よ 

ぼ
く
は
君
の 

味
方
だ
よ 

一
組 

村
上 

蓮
太
郎
（
れ
ん
た
ろ
う
） 

 
 

 
た
す
け
あ
い 

え
が
お
あ
ふ
れ
る 

教
室
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
組 

田
中 

恋
（
れ
ん
） 

 
 

き
み
と
ぼ
く 

ち
が
う
個
性
で 

い
い
ん
だ
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
組 

佐
々
木 

聡
太
（
そ
う
た
） 

《
五
年
生
》 

 

分
か
っ
て
よ 
か
る
い
い
た
ず
ら 

楽
し
い
の
？ 

一
組 

萬
條 

楓
佳
（
ふ
う
か
） 

 
 

や
さ
し
さ
で 

あ
ふ
れ
る
世
界
が 

ぼ
く
は
好
き 

二
組 

萩
尾 

勇
成
（
ゆ
う
せ
い
） 

 
 

ぼ
く
の
こ
と
、
君
の
こ
と 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で 

つ
な
が
る
輪 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
組 
上
野 

桃
輝
（
と
う
き
） 

 
 

《
六
年
生
》 

 
 

そ
の
一
言 

誰
か
を
救
う 

そ
の
無
関
心 
誰
か
を
傷
つ
け
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
優
し
い
社
会 

一
組 

髙
橋 

乃
愛
（
の
あ
） 

 

尊
重
し
よ
う 

心
の
色 

個
性
の
光 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
組 

藤
井 

紅
（
べ
に
） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

もういくつねると 

  おしょうがつ・・

・ 
 

 

神
郷
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
よ
り 

 

「
神
郷
ま
ち
づ
く
り
ふ
れ
あ
い 

コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
案
内
」 

神
郷
校
区
住
民
の
三
世
代
交
流
、
親
睦
を
目
的
に
神 

郷
小
学
校
・
川
東
中
学
校
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り 

「
神
郷
ま
ち
づ
く
り
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
今
年

も
開
催
い
た
し
ま
す
。
小
・
中
学
校
の
皆
さ
ん
の
素
晴

ら
し
い
演
奏
と
神
郷
コ
ー
ラ
ス
さ
ん
の
素
敵
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

な
お
会
場
準
備
の
た
め
参
加
希
望
の
方
は
必
ず
公
民

館
に
お
申
込
み
下
さ
い
。 

 
 

日
時 

令
和
８
年
２
月
１４
日
（
土
） 

 
 

 

開
場
９
時
半 

 

開
演
１０
時 

終
了
予
定
１１
時
半 

 

場
所 

神
郷
小
学
校
体
育
館 

 

出
演
順 

神
郷
小
学
校
金
管
バ
ン
ド 

 

 
 

 
 

 

神
郷
コ
ー
ラ
ス 

 
 

 
 

 

川
東
中
学
校
吹
奏
楽
部 

 

申
込 

神
郷
公
民
館
（
℡ 

４６
１
１
８
１
） 

 
 

 
 

１
月
９
日
～
申
込
開
始 

参
加
費 

無
料 

 
 

 

 

 

 今年もまちづくり委員会有志

の方々が忠魂碑山から竹を切り

出して立派な門松を製作してく

れました。おかげで良い年が迎

えられそうです 

 

神郷幼稚園児さんと恒例のお餅

つきをしました。ペッタン！ペ

ッタン！元気のいい掛け声が響

きました。後日園児さんから可

愛いお礼状が届きました 

 

  

 

 



 

神郷公民館だより     令和８年１月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 神郷にある文化財 ② 

～村上平兵衛の墓～ 

       又野二丁目 
 
 

 

 

 

 

 

 

             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 １月（睦月）の行事予定   

１～３日       年始休み 

５日（月）      仕事始め 

６日（火）19：00～ 健全育成部会     神郷公民館 

７日（水）14：00～ 老人会長会        〃 

８日（木）           小・中学校３学期始業式 

11：00～ 七草がゆ       神郷公民館 

 ９日（金）13：30～ 見守り推進員会      〃 

１８日（日）      ドッチビー      神郷小学校 

２０日（火）19：00～ 民生定例会      神郷公民館 

２１日（水）19：00～ 防災部会         〃 

２２日（木）13：30～  社協事務局会       〃 

２４日（土）18：30～ 連合自治会長会      館外 

２８日（水）19：30～ 補導定例会      神郷公民館 

３１日（土）10：00～ わくわくクラブ      〃 

 

 新居浜地方（神郷校区）に、昔から伝えられている今を

去る２５０年前（宝暦３年（１７５３）に起きた三万石騒

動は、当時西条藩主第五代目松平頼淳公の時代に起きた

「百姓一揆」の事件でした。 

 その時代としては百姓は、収穫の六割を年貢として納

め、残り四割は百姓の取分でした。ところが、西条藩の財

政は赤字が累積して、藩ではやむを得ず宝暦３年（1753）

7月、年貢の引上げを言い渡したので特に国領川流域の村

々では、年貢の引下げをするように嘆願書を庄屋・大庄屋

・郡奉公所に差し出しましたが、何の返答もないので仕方

なく、百姓達は強訴に踏み切ったのでした。その強訴の一

人となった又野の村上平兵衛は、賀茂川上流八堂山の麓の

神戸村宵の原付近に集合して交渉する態勢をとりました。

藩では驚いて「年貢は下げるが百姓に有るまじき一揆を起

こして城下を騒がした罪は重いとして、首謀たる平兵衛・

孫兵衛・弥市左衛門の三人は吟味の終わるまで入牢を申し

付ける」として、宝暦4年（1754）11月処刑されました。 

 墓地は、又野2丁目阿弥陀堂（新四国第五番札所）の境

内墓地に祀られています。この三人以外に死罪にはなりま

せんでしたが入牢した者は宇高の庄左衛門、金子の反右衛

門が記録に残っています。 

 また強訴についての連判状と一揆の立札を書いたのは郷

村の医師山本寿渓でした。寿渓は十里外の追放となり、宇

摩郡金川に送られましたが、後年に許されて帰村しまし

た。 

 

  村上平兵衛と村上水軍 
 村上平兵衛が強訴で藩の役人と対峙した時、その態度と

いい堂々としたその立ち居振る舞いは、一揆の頭領として

昔の古武士を彷彿させたものであったと言い伝えられてい

ます。それも道理のとおり、村上平兵衛は伊予水軍ゆかり

の人です。新居・大島が村上水軍の発祥地であり、時代は

遡って天慶2年（939）の純友の乱にあった頃、新居・大島

に海事に通じていた村上という人物がいて、大いに武名を

あげたということが史料にあります。村上平兵衛の祖先

は、村上水軍能島城主村上義弘です。義弘の弟村上遠江守

が又野に居住して、土居屋敷を構えたと言い伝えられてい

ますが、村上平兵衛は遠江守の子孫に当たります。村上平

兵衛の屋敷も、平兵衛神社から見下ろす東辺りにあったと

言われていますが、今は住宅や農地になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平兵衛神社    平兵衛の墓 又野２丁目 

 

  

 

 

 

 むかしの遊び開催 11月25日 

 

 

 

 

 お手玉、南京玉すだれのパフォーマンスから始まり神郷小学校 

1年の児童と地域の方総勢200名で賑やかに開催しました。 

 

イベント終了後ご希望の方は空き家相談もいたします！ 

 
参加申し込み １月９日～ 神郷公民館 TEL ４６－１１８１ 
 

【主催・お問い合わせ先】 

一般社団法人全国空き家アドバイザー協議会愛媛県新居浜支部（0897-20-9013） 

田中 政守 氏 一般社団法人住教育推進機構 登録住教育インストラクター 

 
一般社団法人全国古民家再生協会愛媛県第一支部 委員 

一般社団法人全国空き家アドバイザー協議会 愛媛県新居浜支部 事務局長 


